
 

 

 

 

今年度も、残すところ２ヶ月弱となりました。３年生の入試も本格化

し、体調管理にも気を配りたい時期です。３月に入るとあっという間に

卒業式、終業式を迎えます。２月は、新年度に向けて準備をする大切な

１ヶ月。こころも体も整えて、学校生活を送りましょう。 

健康診断後の受診は済んでいますか？ 
 １学期の検診で治療や検査が必要な場合には、受診勧告書を配付しています。２月現

在も受診率が低い状況です。むし歯の治療など後回しにすることで歯を失ってしまうケ

ースもあります。おうちの方と相談して、早めに受診するようにしてください。すでに

受診した人や、定期的に管理している人は、受診報告書に保護者の方のサインでもかま

いません。 

 

 

 

 

 

花粉症の季節到来！！ 

 花粉の飛散量は前年の夏の日照時間と花粉飛散数に大きく影響を受けるそうです。夏の

日照時間が長いほど花粉は多くなり、前年度の花粉飛散数が多いと翌年は少なくなる傾向

だそうです。昨年は、全国的に日照時間が短め、また大量の花粉が飛散したため、２０２

４年の花粉飛散量は例年より減少すると予想されています。（花粉情報会の資料より）しかし油断は禁

物です！花粉症のある人には十分症状がでるくらいの花粉は飛ぶそうです。花粉症予防で

最も大事な、「花粉をなるべく吸いこまないようにする」対策を心がけましょう。 

 

 

 

 

 

検診項目 受診率 

耳鼻科検診 ４４．８％ 

眼科検診・視力検査 ４１％ 

歯科検診 ４１．６％ 

令和６年２月 

流山市立おおぐろの森中学校 

保健室 

※１/３１現在 



がんについて考える 

 日本人の死因の第１位はがんです。３割近くの人ががんで亡く

なっています。そして、日本人の２人に１人は、一生のうちに何

らかのがんになると推計されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おおぐろの森中学校では、12月に２年生対象に外部講師をお招きし、 

「がん教育講座」実施しました。 

２月４日は 

「世界対がんデー」 
がんへの意識向上と予防、検

出、治療への取組を促すために

定められた記念日です。 

がんってなに？ 
私たちの体はたくさんの

細胞でできていて、毎日、細

胞分裂を繰り返しています。 

その際に変異し、悪性化し

たものが、がんです。 

がんの原因 
わかっている原因は、

「ウイルス、細菌」「生活

習慣」「遺伝的要因」の３

つです。がんの中には、原

因がわかっていないもの

もあります。 

予防するには 
生活習慣に気をつけること、がん検診を受

けて、早期発見、早期治療につなげることが

大切です。早期発見することで、約９５％の

人が治っています。 

みなさんのおうちの方のなかには、仕事が

忙しくて検診を受けていない方もいるかも

しれません。みなさんの大切な家族を守るた

めにも、がん検診を勧めましょう。 

がんは「向き合う病気」 

がんは、命にかかわる病気

ですが、現在では早期に発見

し、適切に治療をすれば、治

らない病気ではなくなって

きました。「がんは怖い病気」

と目を背けるのではなく、自

分には何ができるのか、しっ

かりと向き合っていくこと

が大切だと思います。みなさ

んには、がんについて正しく

理解し、命を大切にしてほし

いと願っています。 

３０分以上の 

運動を、 

週に２回以上行う 


